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Insecticidal activities of 50 substituted phenyl N-methylcarbamates were evaluated with 
the smaller brown planthopper, and the green rice leafhopper by several testing methods. 
As preliminary tests, direct, residual, and systemic effects of these compounds against both 
insects were valued on rice seedlings treated with them. Among these compounds, phenyl 
N-methylcarbamates substituted with 2-OCH3, 3-OCH3, 2-OCH(CH3)2, 3, 5-di-CH3, 3, 4-
di-CH3, and 2-Cl-3, 5-di-CH3 showed high insecticidal activities against both insects. Based 
on the results of preliminary tests, effects of five compounds against both insects were eva-
luated by spraying on leaves and by application into the water in the Wagner's pot in which 
rice plants were cultivated. Of these, 2-chloro-3, 5-dimethylphenyl N-methylcarbamate showed 
higher insecticidal activities and longer residual effects than the others. The insecticidal 
activities of 3, 5-dimethylphenyl N-methylcarbamate appeared very rapidly when applied into 

pot water, but its residual effects were inferior to that of 2-chloro-3, 5-dimethylphenyl N-
methylcarbamate.

緒 言

ヒメ トビウ ンカ,ツ マグ ロヨコバイは イネ縞葉枯病,

イネ萎縮病な どの ウイルス病 の媒 介虫 と して知 られて い

る。現 在,ウ イル ス病 の直接的 防除剤 がないため,こ れ

らの媒介虫の防除が ウイルス病 防除の重要な手段 とな っ

てい る。 防除剤 と しては従来有機塩 素系殺虫剤や有機 リ

ン系 殺虫剤が 用い られていたが,そ の後1-ナ フチル

N-メ チル カーバメー ト(NAC)が ツマ グロヨコバ イの

防除剤 として用 い られ るよ うにな った。 さ らに,昭 和36

年頃か らマ ラソンに耐性を もつ ツマグ ロヨコバイが広 く

各地に見 出 され るにいた り,ウ ンカ,ヨ コバイ類 に対す

る新 しい殺 虫剤 として,各 種 のカーバ メー ト化合物に つ

いての検討 も数多 く行なわれ(山 科 ら,1963;田 中 ら,

1964;田 中 ら,1965;小 西,1965;浅 川,1967;片 山 ら,

1968),す でに数種の化合物が実用化 され ている。

前報(風 野 ら,1968)で は各種 のカーバメー ト化合物

の数種昆虫 に対す る殺 虫力を試験 したが,本 報 ではそれ
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らの中 で供試昆虫 のいずれ かに比較的強い殺虫力を示 し

た置換 フ ェニルN-メ チル カーバメー ト50種 につい て,

ヒメ トビウンカ,ツ マ グロヨコバイに対す る殺虫効 力を

検討 した ので,そ の結果 について報告す る。

なお,供 試昆虫 の採集,飼 育,試 験 法な どについ て種

々御教示いただいた元九 州農業試験 場福 田秀夫,農 業技

術研究所岩 田俊一,香 川県農業 試験 場尾崎幸三郎,農 事

試験場三 田久男の諸氏 に厚 く感 謝の意を表す る。

供 試 化合 物 お よび 供 試 虫

供試化合物 は第1表 に示 す50種 の置換 フ ェニルN-

メチルカーバ メー トで,そ の物理化学的性質は前報(風

野 ら,1968)と 同様であ る。対照薬剤 としては,予 備試

験 ではNAC (1-ナ フチルN-メ チル カーバ メー ト),カ

ーバ ノ レー ト(2-ク ロル-4 , 5-ジ メチル フ ェニルN-メ チ

ル カーバ メー ト),ポ ッ ト試験 ではNAC,マ ラソンを用

いた。

供試 虫の うち,ヒ メ トビウンカは農業 技術研究所構内

で採 集 した系統を ガラス温室 内でイネ苗 を用 いて累代飼

育 した ものを用いた。 また,ツ マ グロヨコバイは埼玉県

鴻巣 市の農事試験場構 内の圃場 お よび蕨 市内の圃場で採

集 した系 統を28℃, 16時 間照 明の定 温室でイネ苗を用

いて累 代飼育 した成虫を用 いた。 なお,イ ネ幼苗浸漬法

に よる殺虫効力試験,イ ネ茎葉散 布に よる残効性試験,

第1表 供試化合物およびイネ幼苗浸漬法による殺虫効力
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イ ネ苗 の根 よ りの吸収移 行に よる殺虫効力試験 では鴻 巣

系統を,ポ ッ ト試験 では蕨系統 を用いた。

予 備 試 験

1. イネ幼苗浸漬法 による殺 虫効力

1) 試験方法

供試化合物に増量剤 と して カオ リン,湿 展剤 と してエ

マル ゲン106を 加え10%水 和剤 を調製 し,こ の水和剤

を,展 着剤 リノーを1/10,000加 用 した蒸 留水で所定濃

度に希釈 して供 試薬液 と した。 この供試薬 液に草丈約8

cmの イネ苗10本 の茎葉を浸漬 して風乾 した後,根 部を

脱脂綿 で巻 き,湿 度 を与え るため水を少量入れ た試験管

(長 さ17cm,内 径1.5cm)に 入れ,ヒ メ トビウンカは

雌雄混合 の成虫 を,ツ マ グロヨコバ イは雌成虫 をそれ ぞ

れ10頭 ずつ放虫 して布 で蓋 を し,螢 光灯照 明付 の定 温器

(28℃)内 に保 ち,24時 間 後に生死を調査 した。試験 は

2連 制で行 なった。

2) 試験結果 および考察

試験結果は第1表 に示す とお りであ る。

前報 において供試昆虫に対 し殺虫 力の大 であ った化合

物は,ヒ メ トビウ ンカ,ツ マグ ロヨコバイに対 して も効

力が大であ るものが多か った。 しか し,ヒ メ トビウン

カとツマ グロヨ コバ イに対す る効 力は必 らず しも平行せ

ず,2-ク ロル フ ェニルN-メ チル カーバ メー ト(No.9)

な ど数種 の化合物では,こ れ ら2種 の供試虫 に対 す る殺

虫効 力に大 きな差 が認め られ,前 報 と同様 にそ の作用が

選択的 であるこ とを示 してい ると云え る。

化学構造 と殺虫 力 との関係は,供 試化合物が少 な く,

明確な関係は見 出せ なか ったが,フ ェニル基に おけ る置

換基がN(CH3)2の 場合 は前報 と同様に2位 置換体(No.

10)の 方が3位 置換体(No.11)よ りも殺虫効力が大 で

あ った。 ア シルア ミノ置換 体(No.12～No.15)お よび

NO2置 換体(No.16～No.18)は 試験 濃度の範囲では

殺虫効力は ほとん ど認 め られ なか った。 また,3, 5-di-

CH3置 換体(No.20)に さらに他の置換基を導入 した置

換体(No.39～No.50)の 殺虫効力 は3, 5-di-CH3置 換

体 とほぼ 同等か または低下 して いる ものが多 く,置 換基

の導入に より殺 虫効力の増強の認め られ た ものは きわめ

て少 なか った。

供試化合物 の中で,ヒ メ トビウンカ,ツ マグ ロヨコバ

イの双方に強い殺虫効 力を示 した ものは,2-OCH3 (No.

5), 3-OCH3 (No.6), 2-OCH3(CH3)2 (No.7)な ど

の アル コキ シ置換 フ ェニルN-メ チル カーバ メー ト,3, 

5-di-CH3 (No.20), 3, 4-di-CH3 (No.21)な どの ジメ

チル置換 フ ェニルN-メ チル カーバ メー トお よび2-ク ロ

ル-3, 5-ジ メチル フ ェニルN-メ チル カーバ メー ト(No.

39)で あ った。 また,ヒ メ トビウンカにのみ強い殺虫力

を示 した ものはNo.23, No.28, No.49,ツ マ グロヨ

ゴバ イに のみ強い殺虫効 力を示 した ものはNo.36, No.

37, No.40, No.43, No.44で あ った。

2. イネ茎 葉散布におけ る残効性

イネ幼 苗浸漬法に よる殺虫試験 で ヒメ トビウンカ,ツ

マ グロヨコバ イの双方 または どち らか一方 にかな りの殺

虫効 力を示 した22種 の供試化合物につい て,イ ネ茎葉散

布 におけ る残 効性を試験 した。

1) 試験方 法

ヒメ トビウンカの場合には室温20～30℃ のガ ラス温

室内 で直径約10cmの 素焼鉢を用 いて育成 した草丈約50

cmの イネを供試 した。 供試化合物 は前記組成 の水和剤

を用 い,こ れを250ppmの 化合物濃度 の薬 液 と し,ク

ロマ トグラフ用 ガラス製噴霧器 で1鉢 当た り20ml散 布

した。 風乾後イネを鉢か ら抜 き取 り,根 お よび茎 の部 分

を供 試 した。 供試 イネは根部 を脱脂綿 で巻 いて直径3.8

cm,長 さ25cmの 試験管に入れ,ヒ メ トビウンカの雌

雄混合 の成 虫を経 時的に15頭 ずつ放虫 し,ガ ーゼで蓋 を

して28℃ の螢光灯 照明付の定温器内に保 ち,24時 間後

に生死 を調査 した。 なお,イ ネを入れた試験管 は虫 を入

れ ない ときは実験 室内に置いた。

ツマグ ロヨコバイの場合には,供 試イ ネ苗 は20～30℃

のガ ラス温室 内で,直 径約10cmの 素 焼鉢 を用 いて育成

し,本 葉が2～3葉 期 の ものを用 いた。薬液 の散布 は ヒ

メ トビウンカの場合 と同様 に行ない,風 乾後 ガラス温室

内で供試 イネに直径10cm,長 さ30cmの ガ ラス製 円筒

をかぶせ,上 部を カ ンレイ シャでおおい,経 時的に ツマ

グロヨコバイの雌成虫を1鉢 当た り15頭ずつ放虫 し,24

時間後に生死を調査 した。

2) 試験結果お よび考察

試験結果 は第2表 に示す とお りである。

この試験 は定温器や ガラス温室内 で行 ない,ま た,ガ

ラス円筒 や試験 管を使用 したため,屋 外 また は圃場に お

け る試験 よ りも全般 に残効が長 く現われてい ると思われ

るが,化 合物 相互 間の比較は可能 と考え られ る。 ヒメ ト

ビウンカ,ツ マグ ロヨコバイ双方 に対 して残効の長い も

の としてはNo.20, No.21, No.39, No.44が あ り,

その他 ヒメ トビウンカではNo.7, No.23, No.28,

ツマ グロ ヨコバ イではNo.5, No.36, No.40, No.49

が残 効が長か った。

また,ヒ メ トビウンカよ りツマグ ロヨコバイで残効が
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第2表 イネ茎葉散布における残効性

散布 濃度:250ppm

長 い傾 向を示す ものが多か ったが,こ の原 因 としては,

試験方法 の相異や,供 試虫 の種類 に よる薬剤 に対す る感

受性 の差 な ども考え られ,さ らに検討 を要す る点であ る。

3. イネ苗の根 よ りの吸収移行性

イネ幼苗浸漬法に よ り,低 濃度 で強い殺 虫効力を示 し

た19種 の供試化合物につ いて,イ ネ苗の根 よ りの吸収移

行に よる殺虫効力につい て検討 した。

1) 試験方法

供試化合物は メタノールに溶解(原 体10mg/mlメ タ

ノール)し た後,春 日井氏水耕液 を用いて100ppmの 濃

度に希釈 して供試 した。

薬液1mlを 内径1.3cm,長 さ11cmの 試験管に入れ,

草丈約7cmの イネ苗2本 の根部を これに浸漬 し,28℃

の螢光灯照 明付 の定 温器 内で24時 間薬液を吸収 させ た。

処理 苗は根部を水洗 した後,別 の試験 管に移 し,ヒ メ ト

ビウンカの雌 雄混合の成虫 または ツマ グロヨコバイ雌成

虫 を経時 的に1試 験管 当た り5頭 ず つ放 虫 して前記定温

器 内に保 ち,24時 間後に生死 を調査 した。試験は2連 制

で行な った。

2) 試験結果お よび考察

試験 結果は第3表 に示す とお りである。

この試験は室内試験 であ り,供 試虫数 も少な く,し た

が って得 られた結果 もご く概略的 な傾 向を示す ものであ

るが,浸 漬1日 後放虫 の場 合,供 試化合物のほ とん どが

高い死虫率を示 し,根 よりの吸収移行性が認め られた。

さらに浸漬2日 後以降 の効 力は吸収移行後 の植物体 中に

おけ る安定性を示す もの と考え られ るが,No.20, No.

39が ヒメ トビウンカ,ツ マ グロヨコバイ双方に対 して効
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第3表 イネ苗の根よりの吸収移行による殺虫効力

100ppm, 24時 間浸根

力の持続 期間が もっとも長 く,つ いでNo.21, No.44が

よい結果 を示 した。その他 ヒメ トビウンカではNo.28,

ツマ グロヨコバイではNo.36, No.40な どが比較的効

力の持続 期間が長い傾向が認め られた。

しか し,こ の吸収移 行お よび植物体内におけ る安定性

につい ては,実 際 の圃場 においては根か らの吸収以外に

も茎か らの吸収 も考え られ,イ ネの大 きさや生育状態 の

差に よるイネ体内におけ る安定性 の差,大 気 中 へ の 揮

散,紫 外線に よる分解な ど,種 々の問題 が考 え られ るの

で,生 育 した イネを用いた ガ ラス温室 内 または屋外にお

け る試験 に よ りさらに検討す る必要が ある。

葉 面 散 布 に よ る殺 虫 効 力(ポ ッ ト試 験)

イネ苗を用い た予備試験 の結果,葉 面散布で有効 な も

の と して数種の化合物が考 え られたが,こ れ らの うち ヒ

メ トビウンカ,ツ マ グロヨコバイの双方に有効 な もの と

して,No.20, No.21, No.39,ヒ メ トビウンカに有

効な もの と してNo.28,ツ マ グロヨコバイに有 効な も

の と してNo.36を と りあげ,ポ ッ ト植え のイネを用 い

て散 布試験を行 なった。

1) 試験 方法

供試 イネは1/5,000aワ グネル ポ ッ トを用 いて育成 し

た草丈50～60cmの ものを用いた。 ヒメ トビウンカ とツ

マグ ロヨコバイ とはそれぞ れ別 々に試験 を行な った。供

試化合物は前記 の水和剤 を用 い,500ppmの 濃度で ター

ンテーブルを用 いてスプ レーガ ンに よ り1ポ ッ ト当た り

50mlを 散布 した。対 照 と して マラ ソン乳剤 の250ppm

液 と,供 試化合物 と同様に 調製 したNAC水 和剤の500

ppm液 を用いた。薬液 を散 布 したイネは屋外 に置 き,針

金の支柱を立てて カ ンレイシ ャの袋 でおおいをかけて,

ヒメ トビウンカは雌雄混合 の成虫を30～40頭,ツ マ グロ

ヨコバイは雌 成虫を20～30頭 放虫 し,放 虫24時 間後に生

死 を調査 した。放 虫は散布当 日よ り散布3日 後 まで毎 日
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行 な った。 な お,試 験 は8月 に 実 施 した 。

2) 試 験 結 果 お よび 考 察

試 験 結 果 は第1図 に示 す とお りで あ る。

供 試 化 合 物 は いず れ も有 効 で あ り,ヒ メ トビ ウ ン カに

対 してNo.20, No.28, No.39,は 対 照 の マ ラ ソ ン乳

剤 と ほぼ 同 等 の残 効 を示 した が,No.21は 他 の もの よ

りや や 残 効 が 劣 っ た。 ツマ グ ロ ヨ コバ イ に 対 して はNo.

39はNACに ほぼ 近 い残 効 が 認 め られ,No.20, No.

21, No.36も マ ラ ソ ン乳 剤 に ま さ る残 効 が 認 め られ た 。

これ らの うち,No.20とNo.39に つ い て は小 西(1965)

が ツ マ グ ロ ヨ コバ イ に対 す る殺 虫 効 力 は ほ ぼ 同等 で あ る

が,残 効 はNo.39が よい とい って い る。 こ の関 係 は 本

○-○No.39 □------□No .36

○------○No.20 ■-■ マ ラソ ン

・-・No.21 ■------■NAC

・------・No.28

第1図 葉 面 散 布 に よ る殺 虫 効 力(ポ ッ ト試 験)。

試 験におい ても認 め られ,ま た ヒメ トビウンカについ て

も同様な傾向が認め られ た。 また化学構造 上CH3基 の

置換位置が異 なるNo.20とNo.21と は ヒメ トビウンカ

とツマグ ロヨコバ イに対 する残 効が逆 の関係を示 した。

残効のあ る期間 は予 備試験 の場合 よ りもか な り短か く

な ってい るが,こ の試験 は8月 の高温時に屋外で行 ない,

予備試験 の場合 よりも大 きなイネを用いたため,こ の よ

うな結果が得 られ た もの と思われ る。

また,ヒ メ トビウンカとツマ グロヨ コバイに対す る試

験 を別 々に行 な ったため,気 温,日 照な どの試験条件が

多少異な ると考え られ,そ れ ぞれ に対 す る効力を直接比

較 す ることはできないが,ヒ メ トビウンカとツマグ ロヨ

コバイに対す る効 力は残効性 の点 で多少異な ってい る傾

向があ り,こ の点につい ては さらに くわ し く検討す る必

要 があ ると思われ る。

水 面 施 用 に よ る殺 虫 効 力(ポ ッ ト試 験)

予 備試験 の結果,水 面施用 で有効 と思われ るもの と し

てNo.20お よびNo.39の2化 合物 をえ らび,ポ ッ ト

植え のイネを用 いて試験 を行 な った。

1) 試 験方法

試験 は10月 に室温20～30℃ のガ ラス温室内で行な っ

た。1/5,000aの ワグネルポ ッ トで育成 した出穂 期のイ

ネを用 い,供 試化合物は前記10%水 和剤 を1ポ ット当た

り100mg水 面に施用 した。処理 後経時的 にイネの葉身

の部分を 切 り取 り,下 部を脱脂綿 で巻 いて,水 耕液 を入

れ た小試験 管(直 径2cm,高 さ3.5cm)に 挿入 し,こ

れを 直径10cm,長 さ30cmの ガラス 円筒に入れ,上 部

を カ ンレイ シャでおおい,ヒ メ トビウンカの雌雄混合 の

成 虫 と ツマ グロヨ コバイ の 雌成虫をぞれそれ20頭 放 虫

処理 薬 量10%水 和剤100mg/ポ ット

○-○No.39 ○------○No .20 ・------・NAC

第2図 水面施用 による殺虫 効力(ポ ッ ト試験)。
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し,24時 間後に生死を調査 した。

2) 試験結果お よび考察

試験結果 は第2図 に示す とお りである。

供試 化合物のNo.20, No.39は と もに水面施 用に よ

りヒメ トビウンカ,ツ マグロ ヨコバ イに対 し有 効であ り,

No.20は 効 力の現 われ 方は速いが,効 力の持続 期間は比

較 的短 く,No.39は 残 効期間がか な り長 く葉面散 布の

場合 と同様 の傾向を示 した。

しか し,こ の試験 はガ ラス温室内 で行 な った試験 であ

り,試 験時 の温度 もやや低 目であ り,ま た,葉 身 の部分

のみを切 り取 って使用 し,ガ ラス円筒 を使用 してい るこ

とな ど,実 際 の圃場におけ る場合 とはかな り異 な った条

件下 での試験 であ る。 したが って試験結果 で示 され る効

力や残効性 な ども,こ れ らの点を考慮 して判断す る必要

が ある。

また,両 化合物 ともヒメ トビウンカよ りもツマ グロヨ

コバ イに対す る効 力が強い傾向が認め られ た。 この よ う

な例 はす でに これ までの試 験で他 の供試化合物 について

も認め られ てお り,今 後供試虫 の薬剤感受性 や カーバ メ

ー ト化合物 の殺 虫機 作な どとの関連にお いて検討すべ き

点 である。

結 論

置換 フ ェニルN-メ チル カーバ メー ト50種 につ いて,

イネ幼苗浸漬法 に よ りヒメ トビウンカ,ツ マ グロヨコバ

イに対す る殺 虫効 力を試験 し,有 効 と思われ る ものにつ

いて葉面散 布お よび水面施用 に よる 殺虫効 力を 試験 し

た。

これ らの うち,3, 5-ジ メチル フェニルN-メ チル カー

バ メー ト(No.20)お よび2-ク ロル-3, 5-ジ メチルフ ェ

ニルN-メ チル カーバ メー ト(No.39)は ヒメ トビウン

カ,ツ マグ ロヨコバイ双方に対 し殺虫効 力が強 く,前者 は

残効期間はや や短 いが,水 面施用 において は速効的 であ

り,後 者は葉面散布 お よび水面施 用において残効期間 の

長い ことがわか った。 なお,後 者は後に圃場にお いて も

ウ ンカ,ヨ コバ イ類 に対す る防除効果が認め られ,XMC

紛剤 と して実用化 され た。

摘 要

1. 置換 フ ェニルN-メ チル カバ ーメー ト50種 につい

て,ヒ メ トビ ウ ン カ,ツ マ グ ロ ヨ コバ イ を 対 象 と して,

イ ネ 幼 苗 浸 漬 法 な どに よ り殺 虫 効 力 を 検 討 した 。

2. 供 試 化 合 物 の うち,ヒ メ トビウ ン カ,ツ マ グ ロ ヨ

コバ イ 双 方 に 強 い殺 虫 効 力 を示 した もの は ,2-OCH3, 

3-OCH3, 2-OCH(CH3)2な どの ア ル コキ シ置 換 体,3, 

5-di-CH3, 3, 4-di-CH3な ど の ジメ チ ル置 換 体 お よび

2-Cl-3, 5-di-CH3置 換 体 で あ った 。

3. ヒメ トビ ウ ンカ,ツ マ グ ロ ヨ コバ イ の どち らか 一

方 に の み 強 い 殺 虫 効 力 を示 し,選 択 的 な 作用 を示 す 化 合

物 もぞ れ そ れ 数 種 見 出 され た。

4. 葉 面 散 布 お よび 水 面 施 用 に よる ポ ッ ト試 験 の 結

果,2-ク ロル-3, 5-ジ メ チ ル フ ェ ニルN-メ チ ル カー バ メ

ー トは 葉 面 散 布 お よび水 面 施 用 で残 効 期 間 が 長 く,3, 5-

ジ メ チル フ ェニ ルN-メ チ ル カー バ メー トは 残 効 期 間 は

や や 短 い が,水 面 施 用 で は速 効 的 に 作用 す る こ とが わ か

り,と もに ヒメ トビ ウ ン カ,ツ マ グ ロ ヨ コバ イ に 対 す る

殺 虫 効 力 が す ぐれ て い る こ とが わ か った。

引 用 文 献

浅 川 勝(1967)カ ーバ メー ト系殺虫剤.植 物防疫 21: 359～

363.

片山 覚 ・前川定文 ・池山雅也 ・岸 川実一(1968)ツ マサ イ ド

の ヒメ トビウンカ ・ツマグ ロヨコバ イに 対 す る殺虫 作用.

昭和43年 度応動昆大 会講演.

風野 光 ・浅川 勝 ・田中俊彦 ・福永一夫(1968)カ ーバ メー

ト化合 物の農薬への応用 第1報 置換 フ ェニルN-メ チル

カーバ メー トお よびN, N-ジ メチル カーバ メー トの数種昆

虫 に対す る殺虫力.応 動昆 12: 202～210.

小西和 雄(1965)殺 虫 剤の合成に関す る研究(第4報)ハ ロゲ

ン置換3, 5-キ シ レノールの カルバ ミン酸 エステルの合成.

武 田研究 所年 報 24: 240～245.

田中文一 ・瀬 戸一 郎 ・北方節夫 ・小島健一 ・永江 裕治(1964)

有機窒 素化合物に関す る研究,化 学構造 と殺虫作用 との関

係.昭 和39年 度応動 昆大会講演.

田中文一 ・瀬戸一郎 ・北方節夫 ・石井義 男 ・小島建一(1965)

カーバ メー ト系殺 虫剤 に関す る研究,Methyl substituted 

o-halogenophenyl N-methylcarbamateの 化学構造 と生

物活性.昭 和40年 度応動昆大会講 演.

山科裕郎 ・田中文一 ・北 方節夫 ・小島建一(1963)置 換 フ ェニ

ルN-メ チルカーバメー トの選択毒 性について,昭 和38年

度応動昆大会講演.


